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１．データの初期化
設定シートを使用します。

3新規入力用にデータを初期化します。



１．データの初期化
【設定】
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設定シートの一番下にある、
【特殊操作】に「あたらしくはじめる」と入力し、
[実行]ボタンをクリックすると、各シートのデータを初期化
します。

※実行の前にバックアップをしておくことをおすすめします。



１．設定の確認
設定シートを使用します。
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１．設定の確認 ①マネベジと連携するための設定です。

②データ取込方法をマネベジまたはCSVから選択してください。

③農水省オープンデータより市況価格を取り込むための設定です。
右側の[コード一覧]ボタンより各コードを確認し入力します。

④ハウス内センサーの温度データを取り込む場合に使用します。
（マネベジを利用して1kmメッシュ気象データを使用する場合には設定は不要です）

右側のサンプル設定を見ながら、取り込む機器の項目名をコピー
して貼り付けてください。

⑤作業記録をアグリノートから取り込む場合、アグリノートで記録
している作付名と合致する「作付名」を入力してください。

⑥アグリノートのデータをCSV取り込みした際に、近接する複数の
播種日、収穫日を整理し、[収穫日予測]シートに表示します。

⑦作業記録を取り込む際、既存の播種と取り込み分との結合判
定を行います。

⑧農薬の散布実績を帳票に出力する際に表示する情報です。
農場の「生産者名」「所在地」「栽培品目」を入力してください。

① ②

③

④
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⑤ ⑥ ⑦

⑧

①～③ 必須設定です。
④～⑦ マネベジ以外のデータを利用したい場合に設定してください。
⑧ 散布情報の帳票を作成したい方は設定してください。



1．設定の確認 マネベジ連携設定
設定シートでマネベジとの連携設定をします
はじめに各種設定を行います。
①マネベジで[グループID]をコピーし、本システムの設定シートに貼り付けます。
②マネベジで連携用の[アクセスキー]をコピーし、本システムの設定シートに貼り付けます。
③[接続テスト]ボタンをクリックし、正常に接続されることを確認します。
④収穫日予測に利用する気温データを取り込む為、緯度経度を設定します。
[google mapを開く]ボタンからgoogle mapを開き、気温データを取り込みたい地点の緯度経度をコピーします。

[クリップボードを展開]を押すとコピーした緯度経度が自動的にシステムに入力されます。
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① ②

④

マネベジ

③



２．品種情報の入力
品種情報シートを使用します。

品種情報は、収穫予測日を算出するために必要な情報です。
デフォルトでは一般に公開されている研究情報を参考にした数値を初期値として表示しています。
分析機能を活用し、本システムを利用している地域・ハウスに即した品種データへ調整してください。
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２．品種情報の入力
【品種情報】

◆ 品種名：現在栽培している品種名、マネベジで設定して
 いる品種名を入力します。

◆ 目標長さ：収穫をしたい目標草丈を入力します。

◆ 出葉まで：本葉が出葉開始する積算温度を設定します。

◆ 1cm当たり：本葉の出葉開始以降、1cmの伸長あたり
 に必要な温度です。

◆ CSV出力：蓄積した品種情報をCSVファイルで出力でき
 ます。バックアップにもご利用ください。

◆ CSV取込：他者から提供された品種情報ファイルを取り
 込めます。本システムから出力したCSVファイ
 ルのみ取込可能です。
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※最下行の品種は削除しないでください。
マネベジから取り込んだ時の品種名と本システムで設定している
品種名が合致しない時のデフォルト品種データとして使用します。



３．温度データの取り込み
測定値情報（気温）シートを使用します。

積算温度を算出する為に必要な情報です。
マネベジとの連携機能により、1kmメッシュの気温データを取り込みます。
ハウス内センサーデータやアメダスデータを利用したい場合は、オプション操作編をご参照ください。
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３．温度データの取り込み
【測定値情報（気温）】 ① 1kmメッシュの気温データを取り込みます。

※1kmメッシュ以外の取込方法は補足情報をご確認ください。

② [有効温度範囲]の下限温度と上限温度を入力してくだ

さい。
※作物によって下限（これ以上下がると作物が伸長しない温度）

と上限（これ以上暑くなると伸長しなくなる温度）が異なります。

地域の農業技術指導所などの意見を参考に設定してください。

③ [有効温度算定]ボタンをクリックします。

指定した上限・下限温度から有効温度を日別で算出します。

※有効温度補正がかかったセルは色付け表示されます。

④ [平均値(過去)算出]ボタンをクリックして平均値を算
出します。
※平均値は青色の点線で囲まれたところに表示されます。

①

②

③ ④
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４．圃場の設定
圃場マスタシートを使用します。
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圃場ID、ハウス名、標準長さ等をあらかじめ入力しておきます。
圃場マスタに入力した情報は、[各一覧へ(ハウス名)を反映]ボタンをクリックすることで各シートへ反映されます。
また、既に記録されている情報についても一括で置き換わります。



５．散布薬等の設定
散布等マスタシートを使用します。
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収穫日予測シートでマネベジ作業記録取込したとき、マネベジの作業記録にある農薬および肥料名がマスタに自動で追加さ
れます。自動追加後、略称を設定してください。
また略称を設定、修正後に[[散布等記録]へ(略称)を反映]ボタンをクリックすることで、各シートへ最新の設定を反映します。
農薬名や肥料名等はマネベジ作業記録取込の前に本システム内で登録しておくこともできます。
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６．作業記録データの取り込み①
【収穫日予測】シートで取り込みます
[マネベジ作業記録取込]ボタンをクリックし、データを取り込みたい期間を指定します。
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６．作業記録データの取り込み②
取り込むマネベジデータに間違いはありませんか？

１．取込するデータを一覧で確認しましょう。圃場ID、圃場名、年度、回転数に空白はありませんか？
データに誤記や空白がある場合はマネベジデータを修正しましょう。
※空白のあるデータは取込時に無効となります。

２．間違いがなければ[実行]ボタンを押してデータを本システムに取り込みます。
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補足①. 分析を目的としてエクセルのみでデータを変更・操作する場合
マネベジで取り込みたいデータに誤記や空白があった場合には、基本的にマネベジを使用してアプリ側でデータを修
正することを推奨します。
ただし、マネベジユーザーとは別の方が営農データの分析を目的としてエクセルシステムのみで操作を行う場合には、
以下の様な機能も使用できるので必要な場合にはご活用ください。

取り込んだデータに空白があったり、修正が必要な場合、
このボタンでデータ取込前に圃場ID、年度、回転数の変更
が行えます。

特定の行と同様のデータが追加で必要な場合には行コピー、
本システムに取り込み不要なデータは取り込み対象から削
除できます。

取込データを確認する際に見やすくするため、データの並び
替えが可能です。播種・収穫の一連の作付けを確認する
には「圃場ID順」で並び替えるのがおすすめです。
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結合(合成)は、下記の順序で行います。

①[品種情報]シートへ、マネベジで新たに入力した[品種名]を追加します。

②[収穫日予測]シートへ、播種・収穫データを結合(合成)します。
・[播種日][品種名]をシートに転記すると、関連する[必要積算温度][収穫予測日]等を算出します。
・[品種名]に“(育苗)”が含まれている場合は、[根切長]を利用します。 ([ねぎ]版システム)
・[収穫日]をシートに転記すると、関連する[育成日数][積算温度]等を算出します。
・[収穫時長さ]については、マネベジ側に取込データがないので、[標準長さ]を転用します。
※収穫日予測シート一覧に、同一条件([圃場ID][年度][播種日(育成基準日)])が存在する場合は(上書)します。
同一条件が存在しない場合は、行を新規追加します。

※[圃場ID][年度][播種日(育成基準日)]のいずれかが空白のデータは無効とします。

③[散布等マスタ]シートへ、マネベジで新たに入力した[薬剤名][肥料名]を追加します。

④[散布等記録]シートへ、(散布)(施肥)データを結合(合成)します。
・結合(合成)後に、(上書)(追加)した件数を表示します。

補足②.マネベジ作業記録取込画面から収穫予測日シート一覧へ結合(合成)する場合
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